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（25時間）

68．産褥期の看護科⽬名

履修年次 ２年次 科⽬区分 専⾨分野

回 学習項⽬
授業
⽅法

学習内容

チームの中で連携・協働するための⼒

到達⽬標
産褥期の⾝体的・社会的・⼼理的変化と家族の変化をふまえ、対象に必要な看護について表現
することができる

専⾨職業⼈として⾃⼰研鑽する⼒

科⽬⽬標 産褥期における看護を理解することができる

ディプロマポリ
シー(DP)

⼈を⼤切にするこころ
現象を適切に把握し地域で⽣活する⼈を⽀える看護実践⼒

2 正常な産褥の経過 講義進⾏性変化

1 正常な産褥の経過 講義
産褥とは
退⾏性変化

4 褥婦の観察
講義
演習

健康状態のアセスメントに必要な情報

3 産褥期の変化 講義褥婦の⾝体的、社会的・⼼理的変化

6
褥婦の健康と⽣活のアセ
スメント

講義
演習

褥婦の観察とアセスメント（産褥1⽇⽬）

5
褥婦の健康と⽣活のアセ
スメント

講義
演習

観察や問診で得た情報をもとにアセスメントを⾏う（産褥1⽇⽬）

8 褥婦と家族への看護 講義
⼦宮復古に関する看護、⺟乳栄養確⽴に向けての看護、褥婦の⽇常
⽣活とセルフケア

7
褥婦の健康と⽣活のアセ
スメント

講義
演習

褥婦の観察とアセスメント（産褥1⽇⽬）

10 褥婦と家族への看護 演習
（実習室）

⺟親役割獲得への技術演習

9 褥婦と家族への看護 講義育児技術獲得への看護、家族の再調整、産褥期の関係する法律



産褥期の看護

12 産褥期の異常と看護 講義
帝王切開術、⼦宮復古不全、乳腺炎、産褥精神障害、児をなくした
褥婦、家族への看護

11 産褥期のおける看護 講義受け持ち事例の紹介、アセスメント、必要な看護の発表

12.5 まとめ 講義


